
区市町村国保における取組状況（R4.6時点）

区部 ２３／２３自治体
市部 ２６／２６自治体
町村部 １１／１３自治体

※通知対象者及び記載内容は、保険者によって、年齢、薬効分類や差額等の条件により、
絞り込まれる可能性がある。
※国、都の交付金により財政支援

自己負担額差額通知実施状況（Ｒ４）

後発医薬品希望カード（シール）実施状況（Ｒ４）

区部 ２３／２３自治体
市部 ２６／２６自治体
町村部 １０／１３自治体

※国、都の交付金により財政支援

その他使用促進に向けた取組（Ｒ４）

・リーフレット作成・配布
（都作成リーフレット含む） ３１自治体
・広報誌又はホームページへの記事掲載 ４９自治体
・独自の取組
後発医薬品の普及啓発文の入ったグッズの作成 等

＜差額通知イメージ＞被保険者記号番号

処方実績 ジェネリック医薬品に切り替え

た場合に削減できる自己負担額医薬品名・投与期間・１日用量・院内／院外

合計

自己負担相当額６０自治体で実施予定

５９自治体で実施予定

【参考】ジェネリックカルテの活用例（Ｒ４）

・普及啓発の参考
・薬剤師会への情報提供に使用
・運営協議会の資料
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